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2.D.3- 塗膜剥離剤の使用（Use of Removers） 

 

１．排出・吸収源の概要 

１.１ 排出・吸収源の対象及び温室効果ガス排出メカニズム 
塗料を塗り替える際、塗膜を剥離するためにジクロロメタンが使用されており、その使用

過程で NMVOC として排出される。 
 

１.２ 排出・吸収トレンド及びその要因 

塗膜剥離剤（リムーバー）からの NMVOC 排出量は、2001 年度を境に大きく減少した。

主成分であるジクロロメタンが特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の

促進に関する法律（PRTR 法）において規制物質となったことにより、大気への排出の削減

が求められていることが影響していると考えられる。 
 

 
図 1 「2.D.3.- 塗膜剥離剤の使用」からの NMVOC 排出量の推移 

 

２．排出・吸収量算定方法 

２.１ 排出・吸収量算定式 

塗膜剥離剤の使用時は局所排気等の排出抑制対策を実施しにくいため、リムーバーに係る

ジクロロメタンの使用量全体を排出量として計上する。 
 

２.２ 排出係数 

活動量をそのまま排出量とするため、排出係数は設定しない。 
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２.３ 活動量 

リムーバーに係るジクロロメタンの使用量については、クロロカーボン衛生協会提供デー

タを基に表 1 のとおり設定した。 
 

表 1 リムーバーの使用に係る活動量設定方法 
年度 活動量の設定方法 

1990～1994 年度 1990～1994 年度の用途別消費量が存在しないため、1995 年度の総消費量に占
めるリムーバー用途の割合を各年度の総消費量に乗じて算出。 

1995 年度～ 「用途別需要（クロロカーボン衛生協会）」におけるリムーバー用のジクロロ
メタン使用量。 

 
表 2 ジクロロメタン使用量の推移［千 t］ 

 
（出典）1995 年度以降：用途別需要（クロロカーボン衛生協会） 

 

３．算定方法の時系列変更・改善経緯 

 
表 3 初期割当量報告書（2006 年提出）以降の算定方法等の改訂経緯概要 

 初期割当量報告書 
（2006 年提出） 2018 年提出 

排出・吸収量

算定式 未計上 新規に排出量を計上。 

排出係数 未計上 － 

活動量 未計上 － 

 

（１）初期割当量報告書における算定方法 

塗膜剥離剤は 2018 年提出インベントリから新たに追加計上された排出源であり、初期割

当量報告書では算定対象とはしていなかった。 
 

（２）2018年提出インベントリにおける算定方法 

平成 29 年度温室効果ガス排出量算定方法検討会において検討対象排出源となり、2018 年

提出インベントリから新たに追加計上された（現行の算定方法と同様。）。 

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
ジクロロメタン使用量 4.94 5.20 5.41 6.53 6.01 6.33 6.35 7.10 6.32 6.40

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
ジクロロメタン使用量 7.06 6.51 5.02 2.81 1.46 1.54 1.31 1.05 1.20 0.94

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
ジクロロメタン使用量 1.47 1.07 1.17 1.01 0.89 0.85 0.93 1.23 1.14 1.41

2020 2021 2022
ジクロロメタン使用量 1.23 1.27 1.27


